
【保護者の皆さんへ】

先日は、たくさんの方に『親

子バレー』に足を運んでいただ

き、ありがとうございました。

今年で３回目の開催となりまし

たが、年々参加者も増え、企画

する側としてはとてもうれしく

思っています。

小学校区ごとに分けたリーグ

戦では、親と子どもが必死にボ

ールをつなぎ、熱戦が繰り広げ

られました。子どもたちも保護

者の熱い声援の中、普段とはま

た違ったプレー・表情を見せて

くれました。子どもたちにとっ

ても、これからの頑張りの励み

になる半日になったかと思いま

す。本当にありがとうございま

した。

４月からは新一年生も入部

し、部員数も増えるかと思いま

すが、このチームで活動するの

も５ヶ月あまりとなりました。

最後まで必死にボールをつなぐ

“全員バレー”を信条に、

最後まで取り組んでいきたいと

思います。練習試合の送迎・朝

早くからのお弁当

つくり等、ご負担

をおかけすること

もあるかと思いま

すが、ご理解・ご

協力よろしくお願

いします。
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残された時間の中で・・・
いよいよ春の大会まで１ヶ月あまり、夏の中

総体まで５ヶ月を切りました。会議やテスト、

行事などで部活ができない日もたくさんあるの

で、練習できる時間というのは本当に限られた

ものになってきます。そんな今だからこそみん

なに、

「今の自分自身の練習に臨む姿勢、チーム全体

の練習の雰囲気のままでいいですか？」

と問いたいです。土曜日の練習始め、なぜ走ら

なくてはいけなかったのでしょうか。日曜日の

親子バレーの時、何が欠けていたのでしょうか。

一年生大会が終わり満足し切っている１年生は

いませんか。「自分たちは無理だな・・・」と諦

めてしまっている２年生はいませんか。バレー

ボールはチームスポーツです。誰か

一人でも意識が違えば、それは『チ

ーム』ではありません。ここからは

“チーム力”が試されるときです。

最後に、先日のＯＧ戦・親子バレーには、た

くさんの保護者の方が、体育館に足を運んでく

れました。先生自身、とてもうれしかったです

し、それだけ保護者の方はみんなを応援してい

る・みんなの頑張っている姿を見たいと思って

いるということを感じました。みんなにとって

これほど幸せなことはないはずです。“応援して

もらっている・支えてもらっ

ている”、この気持ちを常に

心に残し、取り組んでいきま

しょう。


